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春がやってきました。柏葉荘の向いの川沿いの桜がほんのりとピンクに膨らみ始めると、そこのまわりの景色が

ピンクに明るく見えます。 

 今年から、柏葉荘全体のご飯を職員が作ることになりました。地域小規模児童養護施設では、当たり前のこと

が、多い人数の本体ではなかなかできないでいました。 

でも、何事、踏ん切りは必要！職員も疑心暗鬼の中スタート！ 

こどもたちは、朝、起床をかけなくても、お味噌汁やおかずの匂いで起きてくるようになってきました。「今日の

ご飯何？」「ごはん○○が食べたい！」子どもたちが食に意欲が湧くことは＝生きる力を自然につけていけるこ

とだと思っています。今まで、給食を食べられなかった職員も積極的に食べています。食べることは生きること

につながり、そして、そこに会話が生まれ、信頼が生まれます。その人の作ったものを、食べるのですもの。今

年、ピカピカの１年生になった子もモリモリ食べて出かけます。 

朝食を適当にすましていた子もモリモリ食べて出かけます。調理員さんもお願いしてはいますが、美味しいもの

をいただくことは本当に大切なことだと改めて考えさせられました。 

柏葉荘のご飯もおいしいですよ～                     施設長  高津 ひろみ 

 

寒さの中で春風を感じながら、ピカピカのランドセルを

背負い小学校へと入っていく新１年生。着慣れない制服

を身に纏い、中学校・高校の門をくぐる新中１、新高１． 

新しい学校生活が始まるという実感が少しずつ湧いてき

ます。楽しい思い出をたくさん作ってほしいですね。 

 

入学式 

みらい ３周年記念パーティー

４月１日にみらい３周年記念パーティーを

開催しました              

子ども達のリクエストメニューでテーブル

はいっぱいです。各々好きな物を好きなだ

け食べ、お腹いっぱいになりました       

 

 


